
平成 29 年度 事業計画 

昨年、あすては多くの皆様のあたたかいご支援とご理解のもと、設立から 50年の節目 

を迎えることができました。51 年目となる平成 29年度は、さらに地域から必要とされる 

施設を目指して、「行動しよう！ 笑顔のために」をスローガンに、「いかす」「つながる」 

「よりそう」「まじわる」「ささえる」「そだてる」「いどむ」の 7つのテーマのもと、誰も 

が笑顔になれる社会を目指して、ボランティアとともに事業を展開してまいります。 

公益目的事業

（１） 豊かな人間性を涵養するボランティア理解と普及に関する事業

１ 研修事業

ボランティアについての理解をより深め、活動のスキルアップにつなげるため、「輪に

  なって語り合おう」や「はじめの会」などを通してボランティアの研修の機会を提供します。

また、グループに対し、「活動場所の提供」や「登録」「相談対応・指導」を行い、円滑な

活動ができるよう支援します。

２ 広報事業

より多くの方にあすての活動を知っていただくために、「あすての日」や「通信むすび

の発行」「リーフレット作成」「ホームページ運用」「館内掲示」などを通して広報活動を

行います。また、日々の活動や事業を撮影・保存し、報告書にて記録していきます。

（２） 地域の健全な発展のために活動するボランティアグループに対する支援に関

する事業

１ ものづくり事業

「ものづくりフェスタ」や「からくリンピック」などのものづくりイベントを通して、

多くの方にものづくりの魅力を伝えるとともに、ものづくりグループの支援を通して、

ものづくりの技を活かしたボランティア活動を推進していきます。

２ 環境事業

地球環境緑化を目的に、中国内モンゴルでの植林活動を引き続き行ってまいります。

また、「エコファミリーフェスタ」を通して、地球環境の大切さを地域の方々に伝えて

いきます。そのほか、地域の環境保全を目的に、森林や竹林の間伐と間伐材の有効活用

を進めていくとともに、グループが主体となって、あすての４S や花壇づくりなど環境 
美化を進めていきます。



３ 福祉事業

地域の高齢者がいつまでも元気でいられるよう、月 3 回程度、グループが講師とな 
  って「いきいきタイム」を開催し高齢者の生きがいづくりに努めます。また「すくす

  くママ」を通して、地域で孤立しがちな子育てママの居場所づくりに努めるとともに、

ジオラマの運行を通じて子供たちに夢を与えます。そのほか、古切手やベルマークな

どの「募金・収集活動」を通して、利用者に気軽に社会に貢献する機会を提供すると

ともに、「ミニバザー」や「らんち＆カフェ」を通して、売り上げを寄付するなどの

チャリティー活動を行います。

（３） 多文化共生を推進し、国際相互理解を図るための国際交流・国際協力及び

外国人支援に関する事業

１ 国際交流事業

外国人に身近な地域の魅力を発見し、好きになってもらうために「いいとこ発見ツ

アー」を年 10 回程度開催します。また、日本文化に外国人の方が気軽に触れていた

だき、交流できる機会を提供します。そのほか、外国人の方が交流を通して日本語を

学ぶ機会を提供します。

２ 国際協力事業

「チャレンジアジア」として、若者たちが主体的にカンボジアの水質浄化活動に取り

  組みます。また「国際協力フェスタ」を開催し、国際協力に従事する団体の紹介と交

流を行います。

（４） 地域の健全な発展を図るために必要な担い手づくり及び児童・青少年の育成

に関する事業

１ 青少年支援事業

多くの企業にご協力いただきながら豊田市とともに「クルマづくり究めるプロジェ

クト」を実施し、クルマづくりを通した青少年の健全育成を図っていきます。また、

「パパレンジャー」を通して、子育て中の父親の育児参加を促します。そのほか、若

者たちが夢を持ち、主体的に地域社会に関わり、新しく挑戦的な事業を創造し発信で

きるよう支援を行うとともに、青少年の相談に対し適切な対応と指導ができるよう窓

口を開き受け入れます。

その他

賛助企業の要望により、ボランティアメニューや会議室の提供など「企業研修の受

入れ」を行います。また行政、企業、関係団体などと連携し、より多くの県民にボラ

ンティアを知ってもらうための「他団体との共働・協力・共催」事業を推進していき

ます。
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